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本書の特色

お取り扱いは

◇資料篇◇

1）約4000紙葉ともいわれる膨大なレオナルドの手稿、素描・素画を徹底的に点検し、その内容、年代、資料
　 としての価値、収蔵機関など、あらゆる情報を提供する。

2）イタリア・ルネサンスを一筋に研究されてきた著者の珠玉のレオナルド研究論攷48編を収録する。

足不、にともを録記、モメう伴を日・月・年はで」）伝自る見に画素・描素、稿手（譜年のドルナオレ「）3
　 する部分は周辺の諸資料により補ったいわば彼自身による自伝となっている。
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レオナルドの年譜（手稿、素描・素画に見る自伝）
文献目録
索　引

　凡　例
　挿図目次
　付表目次
　序　レオナルド研究の現状および本著の意図
第一章　座右の画帖・手帖
　　一節　1480年ころの素描目録
　　二節　手帖の効用
　　三節　編集作業
　　四節　周辺の記録
第二章　散　逸
　　一節　散逸の記録
　　二節　デューラー「ドレスデンの画帖」
　　三節　「ホイヘンス稿本」̶ パノフスキー教授に捧げる̶
　　四節　ジェルリ『レオナルド素描集』について
　　　　　　付　リーブリによる被害
第三章　確認（一）
　　一節　「アトランティコ手稿」と「ウィンザー紙葉」
　　　　　　̶親子の紙葉について̶
　　二節　紙葉の透し模様　
　　三節　手稿本、素描・素画
　　四節　単葉で収蔵される手稿、素描・素画
第四章　確認（二）
　　一節　「ウルビノ稿本」の編集
　　　　付・一「失われた稿本 ･A･」
　　　　付・二「失われた稿本･W･」
　　　　付・三「失われた稿本･M･」
　　二節　「ウルビノ稿本」̶ 現存手稿との文節の照合̶
　　三節　「ウルビノ稿本」̶ 現存紙葉との図の照合̶
　　四節　「ウルビノ稿本」の信憑性の問題
　　　　付『絵画論』初版
第五章　筆跡・描線
　　一節　周辺の証言
　　二節　筆　跡
　　　　付・一　両手利き
　　　　付・二　記　名
　　　　付・三　指　紋
　　三節　描　線
　　四節　天地・左右の問題

第六章　内　容
　　一節　「アトランティコ手稿」
　　　　（一）紹　介
　　　　（二）紙葉195表の一行について
　　　　（三）自然力利用̶トーニ博士に捧げる̶
　　　　（四）永久運動
　　二節　「ウィンザー紙葉」、「解剖手稿」
　　　　（一）素描・素画̶芸術的眞と科学的眞̶
　　　　（二）人と機械
　　　　（三）解剖学 「̶お前のためにのみ私の時間はある」̶
　　　　（四）いわゆる「紙葉･A･」について
　　三節「マドリッド手稿」
　　　　（一）レオナルドの蔵書
　　　　（二）比例論のある系譜について̶マッカーニ教授に捧げる̶
　　　　（三）レオナルドの無学
　　四節　「ウルビノ稿本」
　　　　（一）絵画学
　　　　（二）「諸芸術比較論」
　　　　　　　付「諸芸術比較論」拾遺
　　　　（三）レオナルドとミケランジェロ̶不和の関係について̶
　　　　　　　付・一　ミケランジェロの「諸芸術比較論」
　　　　　　　付・二　ヴァザーリの「諸芸術比較論」
　　　　（四）画家如何にあるべきか　 『̶絵画論』第二書̶
結　学としてのレオナルド研究

著者の履歴および研究業績等一覧（平成一六年四月現在）
著者あとがき

【　研　究　篇　】
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【 資 料 篇 】

現存するレオナルドの絵画作品は、意外なほど少ない。厳密には9点前後といわれる。他方、
レオナルドに特定できる手稿、素描・素画の類は膨大な量が現存し、約4000紙葉といわれる。
この場合、手稿とは一般的にレオナルドの座右の手帖を意味し、素描とは芸術的な表現、つ
まり絵画・彫刻の制作を前提とする構成・構図、ないしは写生・習作の類、また、素画とは
技術的・科学的な機械・工具、日常生活に関連する考案・工夫を示す図解・設計の類である。
レオナルドは我々に何を遺したか、我々が相続したレオナルドの遺産は何か、その直接資料
の上にこそ、レオナルド研究は築かれるべきものである。そのためには、関連する直接資料
の総てが収集され、整理され、利用できなければならないという著者の確信に立ち、手稿、
素画・素描を統一的に整理し、広範で正確な情報・資料を提供し、レオナルド研究に寄与す
ることを目的とする。
また、新たなるレオナルド研究に関する方法と手順、あるいは進むべき方法と問題点を示す
論攷よりなる基礎的研究。
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